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研究成果の概要（和文）：人は人生をどう意味づけているのだろうか。本研究は30年以上に及ぶ世界的に稀有な
縦断研究により、30代もアイデンティティは発達するという先行研究による予想とは異なり、低下することが示
された。それは成人期に自分を軸に生きられないためだったり、生活の不安定さが危機を作るためだったりする
ことが考えられ、それは本研究の協力者が「失われた10年」と言われた世代であるという時代性とも関係する可
能性が考えられた。また、研究協力者の調査の振り返りは人生を肯定的に意味づけることが示された。以上か
ら、自分中心の時間を持てることがアイデンティティを発達させ、他者との振り返りが人生を意味づけることが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study is an internationally unique long-term longitudinal study lasting
 more than 30 years. This study expanded the longitudinal data of people in their 40s, and first, 
identity status dropped in their 30s, contrary to general expectations. It was interpreted that this
 is because people in their 30s cannot spend time for themselves as they focus on family and work in
 contemporary societies. Secondly, it was shown in either the further rise in adolescent future 
orientation or the changing to present orientation toward middle age. The former showed a consistent
 height of crisis, which was assumed to be caused by unstable lives, and the latter meaning was 
verified by waiting for the analysis of full-fledged midlife profile data in their 50s. Third, it 
was suggested that research participants’ looking back on regular surveys could create positive 
meaning of life. These results were thought to reflect the social unstable situation in modern age 
in Japan.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 生涯発達　時間的展望　アイデンティティ　ジェネラティヴィティ　縦断研究　成人期　ナラティブ　
ライフコース

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代日本で「失われた10年」と言われた世代が40代となり、年長フリーター（厚生労働省, 2010）など、かつて
ない問題を抱えている現状を踏まえ、本研究はアイデンティティと時間的展望の関連の検討から人生の意味づけ
のメカニズムと時代性を解明した。生涯発達心理学への貢献としては、「発達の主体」としての個人の発達メカ
ニズムを解明し、成人期の発達が一人ひとりの人生の文脈に埋め込まれていることを示唆した。社会への貢献と
しては、たとえば家庭中心で自分中心の時間を持てないといった成人期の在り方を改善し、他者と人生の振り返
りをすることが、30代から40代の幸福を高める可能性があると提言した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、「失われた 10 年」といわれた世代が 40 代となり、年長フリーター（厚生労働

省、2010）などかつてない問題を抱えている現状を踏まえ、その世代がどのように人生を

意味づけているのか、そこに時代性がどのように関与するのかを検討する。具体的には、ア

イデンティティという自分らしさを実現し、時間的展望という希望をもって生きることの

仕組みと時代性を明らかにする。 

アイデンティティの生涯発達を解明するには長期縦断研究が不可欠であるが、世界中を

見渡してもほとんどなされていない（貴重な研究として、Fadjukoff, Feldt, Kokko & 

Pulkkinen, 2019; Josselson, 2017 がある）。本研究は 30 年以上にわたる長期縦断研究であ

るばかりでなく、毎年の定期調査からきめ細かい時系列データを蓄積しており、さらに量的

データだけでなく面接調査から質的データも取っており総合的に検討できる。これらの点

で世界的に稀有な縦断研究である。 

今日のアイデンティティの生涯発達研究は発達の筋道を明らかにしつつある。Kroger, 

Martinussen & Marcia （2010）は、青年期から成人期にかけてのアイデンティティ発達

の縦断研究のメタ分析から、アイデンティティは達成に向かう（つまりアイデンティティス

テイタスが上昇する）こと、しかしいくつかの筋道があり、そのうちの半数は変化が見られ

ないことを示唆している。そうしたアイデンティティ発達の筋道の違いがどのようなメカ

ニズムで生まれているのかを明らかにすることが今日的課題となっている。 

本研究はアイデンティティ発達のメカニズムについて時間的展望との関わりから検討す

る。アイデンティティ発達のメカニズムは Piaget の均衡化モデルで説明されることが一般

的であるが、限界もある。ここでは「否定的な出来事に遭遇することで危機が生じ、新たな

文脈に適合するコミトメントが探求され、アイデンティティが再構成される」と仮定されて

いるが、実際にはアイデンティティの再構成は出来事と一対一対応しているわけではない。

時間的展望の観点（Nuttin, 1984）からすると、出来事との遭遇がなくても、たとえば予定

した出来事がない場合も危機となることもある。たとえば 30 歳までに子どもを産むために

29 歳までに結婚するという計画を持っていたのにそれが実現しないということ自体が危機

になりうる。このように個人がどのような時間的展望を持って生きているかによって、人生

の出来事の有無の意味が変わってくる。つまり、個人の発達を左右するのは出来事そのもの

ではなく、個人にとっての出来事の意味なのである（Nuttin, 1984）。したがって、個人は

出来事に影響されて人生を変化させられる受動的な存在ではなく、自ら自分の人生を設計

し、環境との相互作用を自ら意味づけて、人生を創造していく能動的な存在である（Nuttin, 

1984）。本研究は、このように個人を「発達の主体」と捉える立場から、人生の意味づけの

メカニズムと時代性を解明する。 

 

２．研究の目的 

本研究は、青年期から中年期にかけてのアイデンティティ発達のメカニズムのいくつか

の筋道において、どのように時間的展望がかかわっているかを明らかにする。それにより、

人生の意味づけのメカニズムと時代的特徴を解明する。 

 

３．研究の方法 



第１に、本研究は同じ人を長期にわたって寄り添って追跡していく縦断研究であり、本研

究期間もこれまでと同じ質問紙調査を実施し、縦断データを 40 代まで拡張した。具体的に

は、研究協力者に、アイデンティティ尺度（加藤, 1983）と体験的時間的展望尺度（白井, 

1994）および時間的指向性質問項目（白井, 1997）による質問紙調査を行った。 

第２に、調査の継続によって拡張した縦断データを使って時系列データ分析を行った。ア

イデンティティと時間的展望の関連について、ゆらぎも想定される相互変化パターンがど

のような意味を持つかについて検討した。 

第 3 に、調査結果を研究協力者にフィードバックして振り返りを求めることで、人生を

どのように意味づけるのかについて、2 回にわたる集団的な面接調査により検討した。1 回

は対面実施で行い、もう 1 回はコロナウィルス流行下だったためオンライン実施となった。 

以上の調査は全て研究協力者の同意に基づいて実施しており、回答したくない場合や質

問項目については回答しなくてもよいとした。 

 

４．研究成果 

第１に、未来指向とアイデンティティ発達の関連について、一人ひとりの時系列データに

基づき自己相関を取り除いた相関係数で見ると、―.79 から .37 という大きな幅のある多様

性が見られた（Shirai & Kunnen, 2020）。マイナスの相関係数はこれまでの研究では見た

こともないものである。なぜなら、従来は未来指向とアイデンティティ発達はプラスの相関

関係が見られ、両者は相互促進的に影響を及ぼすものと考えられてきたからである。つまり、

未来指向がアイデンティティ発達を促し、今度はアイデンティティ発達が未来指向を促す

と考えられてきた。しかし、理論的に考えると、マイナスの相関係数はありうるものとして

妥当であると考えられた。アイデンティティが拡散すると未来指向が高まってアイデンテ

ィティ探求に向かうと考えられるが、これは相関係数としては確かにマイナスで示される

と思われるからである。このことからすると、従来の交差遅延モデルに基づく研究で得られ

るプラスの相関関係は、同一地点ではマイナスの相関関係として現れるものであり、そうで

あるなら横断研究で示されてきたプラスの相関関係は単に未来指向の人はアイデンティテ

ィが高いといった個人差を示すだけだった可能性が考えられる。それを踏まえて、さらにア

イデンティティと未来指向の相互作用がアイデンティティの発達にどうのように影響する

かを考えてみると、縦断研究でプラスの相関係数を示す人はアイデンティティが拡散に向

かうと未来指向が高まるどころか降下してしまうという人であるが、それゆえアイデンテ

ィティが変化できず、低いステイタスのままに固定化されることが予想される（白井, 

2022a）。今後は、こうした解釈の可能性を検討することで、ゆらぎながらアイデンティテ

ィが発達していく筋道のメカニズムと、アイデンティティが変化しない筋道のメカニズム

の違いを解明することが課題である。 

第 3 に、未来指向の生涯発達パターンを分類したところ、一貫して青年期の未来指向が

上昇するパターンと、20 歳代で上昇して 30 代は下降する（現在指向に転換する）パターン

の 2 つに分類された。そこで、それぞれのパターンごとにアイデンティティ発達がどのよ

うな筋道を描くかを検討したところ、どちらのパターンでもアイデンティティステイタス

は下降する（ステイタスが拡散に向かう）ことが示された（白井・中村, 2017）。これは 2 つ

の点で先行研究から予想されない結果であった。 

１つは、未来指向が一貫して上昇するパターンでアイデンティティステイタスが下降す

ることから、未来指向がアイデンティティ発達を促すという先行研究の予想に反している



ことである。このパターンは、もう 1 つの現在指向に転換するパターンに比べて、一貫して

危機が高いことが示された。典型例の分析からは、転居を繰り返すことや失業といった不安

定な生活と人生を送っていた（白井・中村, 2017）。このパターンは危機を解決するため、

未来指向をいっそう高めているが、それでも解決できず、悪循環に陥っていることが考えら

れる。 

もう 1 つは、30 代に現在指向に転換するパターンでもアイデンティティステイタスが下

降することから、青年期は未来指向だが中年期は現在指向がアイデンティティ発達を促す

という先行研究の予想（白井, 1997）にも反していることである。その理由について、本縦

断研究における 40代前半の個別の面接調査（アイデンティティステイタス・インタビュー）

によれば、30 代から 40 代にかけてたとえば家庭中心で自分の時間を自分で自由に使えず、

それゆえ自分の生活や人生について自分を軸に考えることができないためであることが考

えられた。この見立ては従来から考えられてきた成人期が中年の危機でアイデンティティ

拡散を引き起こしアイデンティティの再構築に向かうとするものとは異なるものである。

実際のところ、本研究の 40 代前半の面接調査では明白な中年の危機は見て取ることはでき

なかった。ただし、ジェネラティヴィティテイタス・インタビューを行ったところ、概ねジ

ェネラティヴィティへの投入は高いものの、ジェネラティヴィティの危機に取り組むまで

には至っていないと考えられた。ただし、こうした結果は 40 代前半という、まだ中年期の

入り口に入ったか入っていないかの年代であるためという可能性も考えられるため、50 代

という本格的な中年期のデータ収集を待たなければならないと考えられる。 

第 3 に、集団的面接調査において、研究協力者から「（縦断調査に答えることは）私を含

め本当に多くの人たちの人生の支えのようなものになっていると感じました」との発言が

あった。この発言は定期調査に回答するなかで「『自分の人生は間違っていない』と言って

もらっている気がする」といったものである。そうした気づきが生じる理由として、研究協

力者が回答するという行為自体と、研究者からのフィードバックをとおして、自分のありか

たを振り返っていることが考えられる。特に、後者については、研究者は定期調査を依頼す

る手紙を書いているが、それが研究協力者を励ますという、研究者と研究協力者の相互行為

によって生じている可能性も考えられる。研究協力者の回答は研究者の調査依頼という＜

呼びかけ＞に対する＜応答＞であり、そして研究者の依頼は研究協力者の回答という＜呼

びかけ＞に対する＜応答＞であると考えられるなら、そのように両者の＜呼びかけ＞と＜

応答＞の交換が一連のセットとなった相互行為の中から研究協力者の「『自分の人生は間違

っていない』と言ってもらっている気がする」という気づきが生まれていると考えることも

できる。 

以上から、第 1 に、成人期のアイデンティティ発達は多様であり、そこにはアイデンティ

ティ発達が一人ひとりの生活と人生に埋め込まれていることが示された。具体的には、30

代から 40代がたとえば家庭中心で自分を軸に生活を回せないことや生活の不安定さが成人

期のアイデンティティ発達を阻害していることが考えられた。これらは一般的にそうだと

いって済ますのではなく、本縦断研究が「失われた 10 年」といわれた世代を対象としてい

ることを念頭に置き、現代日本の時代的特徴を反映している可能性も検討する必要があろ

う。第 2 に、研究協力者の研究者との調査の振り返りは人生を意味づけることが示された。

以上から、自分中心の時間を持てる余裕を作ることがアイデンティティを発達させ、他者と

の振り返りが人生を意味づけるのではないかと示唆された。 

今後は、縦断データをさらに 50 代の中年期まで拡張することで、また一人ひとりの生活



と人生に埋め込まれた過程と重ねて検討することで、本研究が示唆した人生の意味づけと

時代性をより深く解明していくことが求められる。 
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